




































































Active Learning for Teacher Training:




































ニングの一環として、ジョンソン（D. W. Johnson 

































































































































4人の講師がリレー方式で 75 分の 4 つの講座































































































































































































































































































































































































































に作られた組織。Consortium for Renovating Education 
of the Future の略称。同時に、人が人とかかわり合いな
がら自分の考えを見直して作り直してゆく過程を意味す
る collaborative reflection の略称でもある。「学習科学」
「協調学習」「知識構成型ジグソー法」の三つを活動コン
セプトとしている。
22）CoREFの教材キット「電気で明かりをつけよう」。
CoREFは、誰でも使える「知識構成型ジグソー法」の開
発教材をキットとしてインターネット上に提供している。
 （http://coref.u-tokyo.ac.jp/archives/7709）
23）CoREF「ジグソー法のしくみ」より
 （http://coref.u-tokyo.ac.jp/archives/5515）
24）武田富美子『実践ドラマ教育―想像と表現の参加型学習』
晩成書房　pp.24-25　2013
25）注 16 参照
26）柳瀬陽介、小泉清裕「小学校からの英語教育をどうするか」　
岩波書店　p12　2015
13）鈴木一成、森本信也「『科学的な思考力・表現力』を育成
する理科授業デザインと 4MATシステムによる実践」理
科教育学研究　Vol.53　No.1　pp.93-105　2012
14）杉江修治『協同学習入門―基本の理解と 51 の工夫』ナカ
ニシヤ出版　p.1　2011
15）協同学習の基本的構成要素としてジョンソンらが示した
「互恵的協力関係」「対面的―積極的相互作用」「個人の
責任」「小集団での対人技能」「グループ改善の手続き」
を挙げている。（神戸大学附属住吉中学校・神戸大学附
属中等教育学校『生徒と創る協同学習―授業が変わる・
学びが変わる』明治図書　 pp.35-42　2009）
16）ペアや小グループが意図的に計画され、実践されている
学習活動を協同学習と呼び、協同学習の特徴として、「意
図的な計画」「共に活動すること」「意味ある学習」を記
述している。さらに、協同学習グループの本質として、
上術のジョンソンらの 5 つの構成要素を挙げている。
（E.バークレイ、P.クロス、C.メジャ 『ー協同学習の技法』
ナカニシヤ出版　pp.3-8　2009）
17）ケーガンは、協同学習の 4つの条件として「肯定的な相
互依存、互恵的な協力関係」「グループの目標に対する
個人の責任」「参加の平等」「活動の同時性」を挙げている。
（上條晴夫『授業づくりネットワーク 4　協同学習で授業
を変える！』学事出版　p.5　2012）
18）三宅によると、「建設的相互作用で起きることを具体的に
説明すると、自分でこうだろうと思っていることを他人
に説明しようとすると、すぐには分かってもらえないの
で自分で自分の考えを見直し、つくり直す。他人の説明
を聞いているときには、他人がなぜそのような考えをす
るのかに思いめぐらしつつ、同時にその考えと自分の考
えを対比させ、両者を統合して俯瞰的な視点を持とうと
する。複数の人で同じ問題を解こうとすると、この 2つ
が交互に起きて、その結果、一人ひとりが、自分の考え

